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1. 概要 

1.1. 本書の目的 

本書は、NX7700x シリーズの OSを Storage Area Network(以下 SAN と略す)上のストレ

ージに配置する SAN ブートシステムの構築手順について記述したものです。 

 

SANブートシステム構築においては、サーバ・ストレージ・ソフトウェア等関連資料が多岐に

わたるため、本書では各マニュアルへのポインタや設定などを図示しながら全体の構築の流

れを示すことにより、SANブートシステム構築のサポートとすることを本書の目的としていま

す。 

 

なお、本書は、性能/可用性を保証するものではありません。構築時には必ず、システム要件

設計に基づいた性能/可用性設計を行い、適切なシステムテストを実施してください。 

1.2. SANブートとは 

SANブートとは、OS を iStorage などの SAN接続されるストレージに格納し、SAN 経由で

ブートさせるシステムのことです。SANブート導入のメリットとして、(1)ストレージリソースの

有効利用や高信頼性のストレージシステム上にブート領域を配置する事による耐障害性の

向上、(2)ストレージネットワークの切り替えによるシステム変更の柔軟性の確保、ダウンタイ

ムの短縮などがあります。 
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1.3. 略語の説明 

本書で記載している略語について以下に示します。 

略語 正式名称 備考 

FC Fibre Channel   

HBA Host Bus Adapter   

WWPN World Wide Port Name   

WWN World Wide Name   

LD Logical Disk 論理ディスク 

DDR iStorage 
DynamicDataReplication 

データレプリケーション機能 

SPS iStorage StoragePathSavior パス冗長ソフトウェア 

iSM iStorageManager iStorageの管理ソフトウェア 

ControlCommand iStorage ControlCommand iStorageのソフトウェア 

MV Master Volume 業務ボリューム 

RV Replication Volume 複製ボリューム 

WG WG 論理ディスクの利用形式：

Windows（GPT ディスク用） 

WN WN 論理ディスクの利用形式：

Windows（MBRディスク用） 

LX LX 論理ディスクの利用形式：

Linux/VMware（VMFS）用 

本書に記載の「光ディスクドライブ」は、特に記載のない限り以下のドライブを意味します。 

 外付 DVD Dual ドライブ 

 リモートメディア機能の CD/DVD 

 

1.4. SANブート環境を構成する上での注意事項 

 SANブートの構築に使用できるハードウェアとソフトウェアは、別表として提供されている

「SANブート対応早見表」を参照してください。 

 各サーバ、ストレージ、ソフトウェアの構成ガイドまたは製品通知の動作条件につきましても

あわせて確認してください。 

 SANブート環境を構築する際には、必ず「8 注意・制限事項」を確認したうえで構築してくだ

さい。 
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1.5. SANブート環境でのハードウェア接続イメージ 

 

SANブート構成時のハードウェアの標準的な接続構成例を以下に示します。 

 

【FC SANブート(FCスイッチ経由)構成例】 

 
 

【FC SANブート(ストレージ直結)構成例】 
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SANブート対象サーバに、HDD/SSDおよび RAID コントローラを搭載する構成は非サ

ポートとなります。装置手配時には注意をお願いたします。 

NE3390-157A/158A/157AP2/158AP2/158AL/158ALP2を用いて、サーバとストレージ

を直結構成とする場合は、ファームウェアバージョンが「10.6.144.48」以降であることを

確認してください。 
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1.6. 作業の流れ 

SANブート環境の構築は、以下のフローに沿って行います。 

 

 

2.事前準備 

⇒機材の準備 

⇒管理 LANの設定 

⇒iSMのインストール 

⇒WWPNの確認 

⇒FCスイッチゾーニング設定 

4.サーバの設定 

 ⇒BIOS の設定 

 ⇒FC BIOS の設定 

 ⇒LD の認識を確認 

3.ストレージの設定 

⇒LD(OS領域)の作成 

 ⇒アクセスコントロールの設定 

5.OSのインストール 

 ⇒ドライバの設定 

 ⇒OSのインストール 

 ⇒SPSのインストール 

 ⇒冗長パスの設定 

6. 動作の確認と冗長パス設定 

 ⇒OSの起動確認 

 ⇒冗長パスの確認 

  

・SANブートさせるサーバのFCコントローラのWWPNを 

 調べます。ストレージのアクセスコントロールに必要です。 

7.追加アプリケーションの設定 

 ⇒DDR 

  

・OSをインストールするLDを作成し、そのLDをブートする 

FCコントローラからのみアクセス出来るように設定します。 

・BIOS、FC BIOSを設定し、ブートさせるLDを登録します。 

・追加ドライバの有無やシームレスの対応など、各OSに 

より手順が異なりますので、よく確認願います。 

【重要】 

OSをインストールする時は1パス構成で実施します。 

これは、OSインストール直後はマルチパスに未対応な為 

です。OSをインストールし、SPSをインストールしてから 

冗長パスを接続してください。 (除く VMware) 

 

・OSとSPSのインストール設定が完了していることが確認 

されたら、未接続だった冗長パスを接続/設定してください。 

 

・システム構成にあわせて、必要な追加アプリケーションを 

設定します。 

作業のポイント 作業内容 

SANブート環境構築 概略 
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2. 事前準備 
SANブートシステムの構築を行うにあたってスムーズに導入作業を行うために、下記の事前

準備を行ってください。 

 

2.1事前準備 

⇒管理サーバの準備 

 ⇒各種マニュアルの準備 

2.3 iStorage Managerの準備 

  

2.2管理 LANの設定 

⇒iStorageの管理 LAN 

 ⇒サーバの管理 LAN  

2.4 ファイバチャネルスイッチの準備 

 ⇒ゾーニングの設定 

・SANブートシステムの機材が構築可能な状態 

(設置・通電が可能な状態)であることを確認します。 

・管理サーバはOSがインストールされ、環境構築が 

可能な状態であることを確認します。 

・サーバのユーザーズガイド等、マニュアル類を事前に 

準備ねがいます。 

・iStorageやサーバに管理サーバから接続 

出来るように、LANの設定を行います。 

・  

・ご利用のストレージの機種の設定を行うために、 

ストレージ管理ソフトの設定を行います。 

・FC スイッチに導入設定、ゾーニングの設定を行います。 

作業のポイント 作業内容 

2. 事前準備 

2.5 WWPNの確認 

  

・サーバの FC コントローラ搭載スロットの OPROM 

を Enableに設定後、各サーバに搭載されている 

FC コントローラのWWPNを確認します。 
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2.1. 事前準備 

2.1.1. 管理サーバの準備 
 

○管理ソフトウェアの連携イメージ 

SANブート環境に利用する管理サーバの主な役割(インストールソフトウェア)には下記が挙

げられます。 

 SANブート対象サーバの管理  (ESMPRO/ServerManager) 

 ストレージの構成設定/監視    (iStorageManager) 

 

SANブート利用時に導入するソフトウェア間の連携イメージは下記のようになります。 

 
 

OSインストール後設定が必要な iStorageのデータレプリケーション機能(DDR) の設定に

ついては、「7章 追加アプリケーションの設定」を参照してください。 
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2.1.2. マニュアルの入手 
本書の中では、各製品のマニュアルの該当箇所を示しながら導入の手順を説明しています。

マニュアルについては各製品にも付属していますが、Web上で最新版を公開しておりますの

で、最新版を入手してください。 

    ○ユーザーズガイド、OSのインストレーションガイド 

下記の URLから入手可能です。 

http://jpn.nec.com/nx7700x/support/index.html 
 

    ○システム構成ガイド 

     下記の URLから入手可能です(社内ウェブサイト)。 

https://www.intra.nec.co.jp/nx7700x/node/162 
 
 

     
 

http://jpn.nec.com/nx7700x/support/index.html
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2.1.3. ハードウェア・ソフトウェア諸元 
サポートする構成につきましては、別紙「ＳＡＮブート対応早見表」をご確認ください。 

 

なお、不明点につきましては、弊社営業へお問い合わせください。 

 
 

 

iStorageシリーズに関するお問い合わせ 
  『 NECプラットフォームソリューション事業部・ストレージ支援センター』  

TEL：044-435-1245 

   受付時間： 

    9:00～12:00/13:00～17:00 月曜日～金曜日(祝日を除く NEC営業日) 

   （電話番号をよくお確かめの上、おかけください） 
 
 
 

2.1.4. BIOS/BMCFW 最新化 
 

SANブート環境構築前に、最新の BIOS/BMCFW にアップデートすることを推奨します。 

アップデートモジュールは下記から入手可能です。 

http://jpn.nec.com/nx7700x/support/index.html 
 

http://jpn.nec.com/nx7700x/support/index.html
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2.2. 管理 LANの設定 

 

iStorageディスクアレイの設定、管理を行う iStorageManagerを動作させるために管理 LAN※

により接続してネットワークの設定を行います。(必須) 

 

また、SANブート対象の構築/管理をスムーズにすすめるために、管理 LAN に接続/設定すること

を強く推奨します。 

 

※ 管理 LAN は独立して構築する事が推奨されますが、業務 LAN などと同一セグメントで運用

する事も可能です。混在させる場合は高負荷時にアクセス出来なくなることなどが無いように設計

する必要があります。 

 

2.3. iStorage Managerの準備 

2.3.1. iStorage-Mシリーズ用 制御ソフトウェアのインストール 
 

2.3.1.1. iStorageManagerのインストール 

 

SANブートで利用する iStorageを制御するには、iStorageManagerを利用します。

iStorageManagerがインストールされていない場合、もしくはインストールされているバージ

ョンが SANブートに利用できないバージョンの場合、「WebSAM iStorageManager インス

トールガイド」の「4章 サーバの導入(Windows版)」および「5章 クライアントの導入」を参

照してインストールを行ってください。 

※ 「インストールガイド」は、WebSAM iStorageManager Suite CD-ROM、または DVD-

ROM中の INSTALL.pdf を参照してください。 

※ SANブートに利用できる iStorageManagerのバージョンについては、別紙「ＳＡＮブート

対応早見表」を参照してください(WebSAM iStorageManagerは、iStorage Mシリーズ

では iStorageManager Suite に含まれています。)。 

 
 

2.3.1.2. AccessControl ライセンスの解除 

SANブートでは、システムディスクを複数サーバで共用することをサポートしていません。そ

の為、Access Control にて各サーバ間のアクセス制御を行う必要があります。 

M10eシリーズ/M100シリーズ/M320/M320Fの場合、AccessControl ライセンスはデフォ

ルトで解除されていますので、改めて AccessControl ライセンスの解除を行う必要はありま

せん。 
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2.4. ファイバチャネルスイッチの準備 

2.4.1. 構成 
サーバとストレージは直結、または FCスイッチを介して接続可能です。 

但し、FC スイッチのカスケード構成は SANブート環境ではサポートされていませんのでご注意願

います。 

 
 

○サポートする FC スイッチ一覧 

WBG610-008 (型番 NF9360-SS051) / WBG610-016 (型番 NF9360-SS052)    

WBG610-024 (型番 NF9360-SS053)    

WBG620-024 (型番 NF9360-SS054) / WBG620-036 (型番 NF9360-SS055)    

WBG620-048 (型番 NF9360-SS056)   

 

2.4.2. FCゾーニングの設定 
(1)FC スイッチのゾーニングについて 

FCスイッチのゾーニングの目的は、本来相互にアクセスの無い接続機器間を論理的に

切り離すことにより、ゾーン外の接続機器からのアクセスをできなくしセキュリティを向上

させることです。 

SAN ブートを利用する場合、サーバ同士を FC スイッチにつながる FC コントローラ 

のポート毎に別々のゾーンに分けるゾーニングを設定していないと、同じゾーンに属す

る他のサーバリンクアップ時に、他のサーバからログインを受けるという外乱が発生しま

す。このため、FC コントローラ のポート毎に別々のゾーンに分けるゾーニング設定が

必須です。 

一方、デバイス側も同一ゾーンに複数のデバイスが含まれている場合、デバイスによっ

ては他のデバイスからの影響を受ける可能性があります。このため、デバイス側もポー

ト単位にゾーンで分離する１対１対応でのゾーニング設定を強く推奨いたします。 

 

FC スイッチのゾーニング実施方法の詳細は、FC スイッチに添付されている「ユーザー

ズガイド」または「取扱説明書」を参照してください。 
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FCスイッチ ゾーニング構成例 

FCが 2パス冗長で 2台のサーバで構成されている時のポートゾーニング例を以下に

示します。 

 

○接続イメージ 

 

 
 

このような構成の場合、FCスイッチ #1 /#2それぞれにゾーン情報として以下のよう

な 1:1のゾーニングを設定することが推奨となります。 

 

サーバ #1ゾーン情報 ： [Port1 ] <->[port5]  

サーバ #2ゾーン情報 ： [Port2 ] <->[port5]  

 
 
 

 

設定方法の詳細については FC スイッチのユーザーズガイドの「付録 ゾーニング設定」

を参照ねがいます。 

ここでは 2サーバの場合の例を示していますが、将来の増設に備えて、予め Port3以降

のゾーニングを設定しておくことも可能です。 
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2.5. WWPNの確認 

 

SANブートさせるサーバで利用する FC コントローラのWWPNを事前に確認します。 

なお、FC SANブートに使用する FC コントローラの搭載スロットに関して、下記の点に 

ついてご留意ください。 

  

1)NX7700x/A5012M-4 v2,A5012L-2 v2の場合 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本サーバでの CPU と PCIスロットとの接続は以下のようになっています。 

 
ブートのプライマリパスとセカンダリパスに使用する FC コントローラは、性能や 

信頼性の観点から、異なった CPU 配下のスロットへ搭載されたものを使用することを 

推奨します（例：PCI スロット#1 と#5 の FC コントローラをプライマリ/セカンダリパスで使

用）。出荷時に FC コントローラが、異なった CPU 配下のスロットに搭載されるとは限り

ません。必要に応じて、搭載位置を変更してください。 

 

IOカードの搭載スロットと Bus#の関係は以下です。 

例) BMC#1 がマスターの場合、BIOS 画面で Bus#が 29 のカードは Slot#3 に 

  搭載されていることを意味します。 

 

搭載スロット BMC#1 がマスターの場合 BMC#2 がマスターの場合 

Slot#1  24 24 

Slot#2  26 26 

Slot#3  29 29 

Slot#4  35 35 
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SANブート環境では iStorage上で AccessControlを利用し、サーバの FC コントローラと

iStorage上の論理ディスクを関連付ける必要があります。 

関連付けには FC コントローラのWWPNを用いるので AccessControl設定を行う前に

WWPNの確認を行う必要があります。 

WWPNは、FC コントローラの搭載されたブート画面から、FC BIOSに移行させて確認可

能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

○内蔵 HDDについて 

SANブート構成時、内蔵 HDD を使用することはできません。内蔵 SAS RAID 

コントローラを搭載している場合は、サーバWeb コンソール画面で、 

内蔵 SAS RAID コントローラ搭載している Slotを Disabled に設定してください。 
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2)NX7700x/A5012L-2D v2、A5012L-1D v2の場合 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本サーバでの CPU と PCIスロットとの接続は以下のようになっています。 

        (パーティション 2)                   (パーティション 1) 

 
ブートのプライマリパスとセカンダリパスに使用する FC コントローラは、性能や 

信頼性の観点から、異なった CPU 配下のスロットへ搭載されたものを使用することを 

推奨します（例：PCI スロット#1 と#5 の FC コントローラをプライマリ/セカンダリパスで使

用）。出荷時に FC コントローラが、異なった CPU 配下のスロットに搭載されるとは限り

ません。必要に応じて、搭載位置を変更してください。 

 

IOカードの搭載スロットと Bus#の関係は以下です。 

例) BMC#1 がマスターの場合、BIOS 画面で Bus#が 29 のカードは Slot#3 に 

  搭載されていることを意味します。 

搭載スロット BUS# 

Slot#1  Slot#9 24 

Slot#2  Slot#10 26 

Slot#3  Slot#11 29 

Slot#4  Slot#12 35 

Slot#5  Slot#13 61 

Slot#6  Slot#14 63 

Slot#7  Slot#15 66 

Slot#8 Slot#16 72 
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SANブート環境では iStorage上で AccessControlを利用し、サーバの FC コントローラと

iStorage上の論理ディスクを関連付ける必要があります。 

関連付けには FC コントローラのWWPNを用いるので AccessControl設定を行う前に

WWPNの確認を行う必要があります。 

WWPNは、FC コントローラの搭載されたブート画面から、FC BIOSに移行させて確認可

能です。 

 
 
 
 
 
 
 

  

○内蔵 HDDについて 

SANブート構成時、内蔵 HDD を使用することはできません。内蔵 SAS RAID 

コントローラを搭載している場合は、サーバWeb コンソール画面で、 

内蔵 SAS RAID コントローラ搭載している Slotを Disabled に設定してください。 
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3)NX7700x/A5010M-4 v2の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本サーバでの CPU と PCIスロットとの接続は以下のようになっています。 

  
ブートのプライマリパスとセカンダリパスに使用する FC コントローラは、性能や 

信頼性の観点から、異なった CPU 配下のスロットへ搭載されたものを使用することを 

推奨します（例：PCI スロット#1 と#5 の FC コントローラをプライマリ/セカンダリパスで使

用）。出荷時に FC コントローラが、異なった CPU 配下のスロットに搭載されるとは限り

ません。必要に応じて、搭載位置を変更してください。 

 

IOカードの搭載スロットと Bus#の関係は以下です。 

例) BMC#1 がマスターの場合、BIOS 画面で Bus#が 29 のカードは Slot#3 に 

  搭載されていることを意味します。 

搭載スロット BMC#1 がマスターの場合 BMC#2 がマスターの場合 

Slot#1  24 24 

Slot#2  26 26 

Slot#3  29 29 

Slot#4  35 35 

Slot#5  61 61 

Slot#6  63 63 

Slot#7  66 66 

Slot#8  72 72 

Slot#10  8E 8E 

Slot#11  99 99 
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SANブート環境では iStorage上で AccessControlを利用し、サーバの FC コントローラと

iStorage上の論理ディスクを関連付ける必要があります。 

関連付けには FC コントローラのWWPNを用いるので AccessControl設定を行う前に

WWPNの確認を行う必要があります。 

WWPNは、FC コントローラの搭載されたブート画面から、FC BIOSに移行させて確認可

能です。 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

○内蔵 HDDについて 

SANブート構成時、内蔵 HDD を使用することはできません。内蔵 SAS RAID 

コントローラを搭載している場合は、サーバWeb コンソール画面で、 

内蔵 SAS RAID コントローラ搭載している Slotを Disabled に設定してください。 
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2.5.1. WWPNの確認手順 
本ガイドの「9.2 FC コントローラのWWPN確認方法」を参照して、FC コントローラの

WWPNを確認し、それぞれの値を控えて下さい。 
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3. ストレージの設定 
 
 
 
 

OSインストール用 LD の作成 

⇒プールの作成 

 ⇒LD の作成 

  

サーバへの LDの割り当て 

・SANブートさせるサーバのOS格納用のLDを 

作成します。 

・OSをインストールするのに必要なサイズは、OSや 

サーバへの搭載メモリ量等により変わりますので、 

事前にご確認願います。 

・サーバと OSの紐付けを行います。この紐付けは LD 

にアクセス可能な FC コントローラのWWPNを関連 

付ける設定により行います。 

・LD の割り当ては OSのインストール領域のみにする 

ことを推奨します。DATA領域等の割り当ては OSの 

インストール後に行うようにしてください。 

(OSのインストーラから期待する LD を選択する際に、 

誤った LD を選択することをなくすため) 

作業のポイント 作業内容 

3. ストレージの設定  
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3.1. iStorage Mシリーズの設定 

 

3.1.1. プールと論理ディスク(LD)の構築 
 

 
 

iStorageManagerを用いてプールと論理ディスク(以下 LD と略します)の構築を行います。

iStorage Mシリーズの、「iStorageシリーズ構成設定の手引(GUI編) -M シリーズ-」の「7.1 

プール構築」および「9.1 論理ディスク構築」を参照してください。 

 

※システム現調時にプール作成済みであれば適宜論理ディスクの構築を進めてください。 

※作成する LDの容量や数によっては、フォーマットに時間がかかります。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

iStorageディスクアレイ 

プール 

  

サーバ 1用 LD 

サーバ 2用 LD 

 

iStorageManager 

 

管理サーバ 

 

必要となる論理ディスク

(LD)をプールから作成しま

す。 

 

LD1 

LD2 

LD3 

LD4 



 
 

- 27 - 
 

3.1.2. LDセットの構築 
 

 
 

iStorageManagerを用いて LD セットの構築を行います。 

詳細は、Mシリーズの「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI編）-M シリーズ」の

「10.3.3.1 LDセットの新規作成／設定変更(FC)」を参照してください。 

 
 
 

LD セットのプラットフォームには、業務サーバのプラットフォームを設定してください。業務サ

ーバが VMware ESXiの場合、プラットフォームには「LX」を設定してください。 

 
 

LD セットは論理ディスクの集まりを示す仮想的な概念です。LD セットにパス情報（業務サー

バのWWN（World Wide Name））と LD を割り当てることにより、業務サーバから LD への

アクセスが可能となります。 

詳細は、Mシリーズの「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI編）-M シリーズ」の

「2.3 LDセット」を参照してください。 

 
 
 
 

 

 

LDセット 1 

 

 

 

LDセット 2 

 

サーバ 1用 LDセット 

サーバ 2用 LDセット 

iStorageディスクアレイ 

  

プール 

  

サーバ 1用 LD 

サーバ 2用 LD 

iStorageManager 

管理サーバ 

各サーバに必要となる 

LDセットを作成します。 

LD1 

LD2 

LD3 

LD4 
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3.1.3. LDセットへの LDの割り当て 
iStorageManagerを用いて LD セットに LDを割り当てます。 

OSインストール用の LDは、LUN0に割り当てます。 

詳細は、Mシリーズの「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI編）-M シリーズ」の

「10.1 論理ディスクの割り当て」を参照してください。 

※「3.1.1 プールと論理ディスク(LD)の構築」のフォーマットが終了してから作業を行ってくだ

さい。 

 
 

 
 

LDセット 1 

 
LDセット 2 

 

サーバ 1用 LDセット 

サーバ 2用 LDセット 

iStorageディスクアレイ 

  

プール 

  

サーバ 1用 LD 

サーバ 2用 LD 

iStorageManager 

管理サーバ 

作成した LDセットに LDを 

割り当てます。 

 

 

 

 LD1 

LD2 

LD3 

LD4 
LD2 

LD1 LD3 

LD4 
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■LD割り当てについての注意事項 

以下のような接続構成はサポートしていません。 

 

 
 複数サーバからは、同一の LD セットにアクセス出来ないように構成します。 

 データディスクの共有についてはクラスタソフト等を利用して排他制御を行う必要があり

ます。 

 
 
 
  

 OS 

(LDセット) 

Data 

(LDセット) 

サーバ1 サーバ2 

 Data 

(LDセット) 

サーバ1 サーバ2 

OS 

(LDセット) 
Data 

(LDセット) 

複数サーバのFCコントローラが同一 

のLDセットと関連付けられている 

LDセットは分散しているが、そこに同一の 

OSディスクが割り当てられている × 

   

 

 

iStorageディスクアレイ 

 

サーバ1 サーバ2 

 Data 

(LDセット) 

サーバ1 サーバ2 

OS 

(LDセット) 

複数サーバのFCコントローラが固有の 

LDセットと関連付けられている 

複数サーバのFCコントローラが固有のOSディスクと 

関連付けられ、DATAディスクは共有されている ○ ○ 

OS 

(LDセット) 

OS 

(LDセット) 

Data 

(LDセット) 

OS 

(LDセット) 
Data 

(LDセット) 

    

    

iStorageディスクアレイ iStorageディスクアレイ 

× 

iStorage 

ディスクアレイ 
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3.1.4. ポートのアクセスモード変更 
 

SANブートを行う為には、iStorageのポートのアクセスモードをWWNモードに変更する必

要があります。(DefaultはWWNモードです。) 

iStorageManagerを用いてポートのアクセスモードをWWNモードに変更します。 

詳細は、Mシリーズの「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI編）-M シリーズ」の

「11.2.7 ポートモード変更」を参照してください。 

 

3.1.5. LDセットとサーバの FC コントローラとの関連付け 
 

 
 

iStorageManagerを用いて作成した LD セットに、SANブートを行うサーバに実装された

FC コントローラのWWPNを関連付けます。 

詳細は、Mシリーズの「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI編）-M シリーズ」の

「10.3.3.1 LDセットの新規作成／設定変更(FC)」を参照してください。 

 

 
Mシリーズの画面 

この時冗長構成とする為に、FC FANブートに使用する FC コントローラの Portは全て同じ

LD セットに関連付けを行ってください。  

  

 

 

LDセット１ 

サーバ1用LDセット 

サーバ2用LDセット 

LDセット2 

 
 

FCコントローラに固有の

WWPNをLDセットに割り当て

ます 
FCコントローラ

のWWPN 

iStorageManager 

管理サーバ 

 
 

iStorage 

ディスクアレイ 

FCコントローラ

のWWPN 

サーバ
2 

 

サーバ
1 

 

 

こちらを選択してください 

LD1 

LD2 

LD4 

LD3 
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Mシリーズの画面 

 
 

WWPNは、FC コントローラに添付されているWWPN ラベルまたは、FC コントローラの

BIOS上から確認することができます。確認方法は、本書の「9.2 FC コントローラの WWPN

確認方法」を参照してください。 
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4. サーバの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.1 事前準備 

⇒FCケーブル接続 

 
 

4.2 BIOSの設定 

⇒BIOS、FC コントローラ BIOSの 

設定、ブートデバイスの登録 

・SANブート環境を構築する各サーバの BIOS 

や FC コントローラ BIOS の設定を行う準備をします。 

・FC ケーブルは FC SANブートをおこなうポートのみ 

接続します。 

・FC コントローラからブートさせるために、BIOS、 

FC コントローラ BIOSの各種設定を行います。 

FC コントローラのポート数、BIOSのバージョン等により、設定画面等に差異はありますが、基本的な流れ

は全て共通となります。 

詳細については、サーバ、FC コントローラそれぞれのユーザーズガイドを参照願います。 

作業のポイント 作業内容 

4. サーバの設定  

4.3 FC 接続パスの１パス化 
・OSインストールをおこなう前に、FC接続パスを 1パス 

にします。 
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4.1. 事前準備 

 

○FCケーブルの接続 

BIOSの設定をする前に、FC SAN ブートをおこなう FC コントローラのポートと FC スイッチ/スト

レージを FC ケーブルで接続します(冗長パス側も接続します)。 

 
 
 
 
 
 

4.2. FC コントローラの BIOS設定 

 

以下の手順に従い、サーバ、FC コントローラの BIOS設定を行います。 

  

FCケーブルは FC SANブートに使用する２パスのみに接続します。 
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4.2.1. FC コントローラの設定方法 
 

(1)BIOS設定画面を起動し、「Advanced」画面の下の方に FC コントローラのデバイス一覧

(9.2.2. BIOS メニューからの確認の(8)の画面)を表示させ、SAN ブートを行う FC コントローラの

対象 FC ポートを選択し、<Enter>キーを押してください。各型番と表示名の対応は下記となりま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

型番 表示名 概要 

NE3390-157A 
NE3390-157AP2 

LPe16000B-M6 16G FC(1ch) 

NE3390-158A 
NE3390-158AL 
NE3390-158AP2 
NE3390-158ALP2 

LPe16002B-M6 16G FC(2ch) 

NE3390-H171 
NE3390-H171P2 

LPe32000-M2 32GFC(1ch) 

NE3390-H172 
NE3390-H172L 
NE3390-H172P2 
NE3390-H172LP2 

LPe32000-M2 32GFC(2ch) 
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【例】 32G FC(2ch) のデバイス一覧表示 

 
 
 

(2)選択した FCポートが FC SAN ブートで使用するポートである事を確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Node Nameの右側に選択されたポートのWWNNが表示されます。WWNN下 12桁

が FC SANブートで使用するポートのWWPNの下 12桁と一致することを確認してくだ

さい（WWNNの先頭の「2000」を「1000」に置き換えた値がWWPNになります）。選択し

たポートが FC SANブートで使用するポートでなかった場合は<ESC>キーを押し、ポート

を選択し直してください。 
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【例】 16G FC(2ch) Port0 側のメインメニュー画面 

(「Func#」“00”が Port0、“01”が Port1に該当します。) 

 
 

Node NameにWWNNが表示されます。 

頭の「2000」を「1000」に置き換えた値がWWPN となります。 

表示例のWWPNは以下になります。 

Node Name “2000 0090 FA02 DAD8” → WWPN “1000 0090 FA02 DAD8” 
 

【例】 32G FC(2ch) Port0側のメニュー画面  

(「Func#」“00”が Port0、“01”が Port1に該当します。) 

 
Port NameはWWPN となります。 

 
  

Port 0 
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(3)「Set Emulex Adapter to Default Settings」を選択し、<Enter>キーを押します。 

 

 
 
 
 
 
 
 

(4)「Set Adapter Defaults」を選択し、<Enter>キーを押します。ポートの設定を初期状態に戻します。 
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(5)「Add Boot Device」を選択し、<Enter>キーを押します。Bootデバイスの設定メニューを表示

させます。メニューは表示されるまで数十秒かかることがあります。 
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(6)OSをインストールするデバイス(Bootデバイス)を選択し、<Enter>キーを押します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7)LUN選択画面が表示されますので「LUN：0000」を選択し、<Enter>キーを押します。 

 

 
  

ブートデバイスが選択したポートから認識できない場合は、選択したポートが正しいか確認し

てください。選択したポートが正しい場合はストレージや FCスイッチの接続、設定を確認の上

サーバを再起動して最初からやり直してください。 



 
 

- 40 - 
 

(8)確認メニューが表示されますので「Commit Changes」を選択し、<Enter>キーを押します。 

 

 
 
 

(9) Boot Orderが表示されるので、<ESC>キーを押し、前の画面に戻ります。 
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(10) 「Commit Changes」を選択し、<Enter>キーを押し、Bootデバイスの設定メニューに戻ります。 

 

 
 
 

(11) 「Go to Configuration Main Menu」を選択し、<Enter>キーを押します。 

最初のメニューに戻ります。 
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(12) 「Delete Boot Device」を選択し、<Enter>キーを押します。 

登録された Bootデバイス一覧を表示させます。 

 

 
 
 
  



 
 

- 43 - 
 

(13) 一覧に表示された Bootデバイスに問題がなければ、<Esc>キーを押します。 

最初のメニューに戻ります。 

 

間違った Bootデバイスが表示されたり、同じデバイスが重複して表示された場合は、削除したい

Bootデバイスを選択し<Enter>を押します。[KEEP]表示が[DELETE]に変わりますので、この状

態で「Commit Changes」を選択して<Enter>を押すとその Bootデバイス登録が削除されます。 

 

 
 

(14) 「Set Boot from SAN」を選択し、<Enter>キーを押します。 
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(15) 選択メニューが表示されますので「Enable」を選択し、<Enter>キーを押します。 

 

 
 
 
 
 
 
 

(16) 「Set Boot from SAN」の表示が[Enable]となっていることを確認します 
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(17) <ESC>キーを押します。デバイス一覧画面に戻りますので、冗長パス側の FCポートに 

対しても、(1)以降の設定をおこないます。 

 
 
 
 
 
 
 

2chの FC コントローラ使用時、SAN ブートを行うストレージ以外のストレージと接続され

ている FCポートに対してはブートデバイスの登録は行わないでください。 
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4.3. FC接続パスの１パス化 

OSインストールを行うパス以外の FC コントローラから FCケーブルを外します(OSインストール

は、若番 IO Slotに搭載された FC コントローラから行ってください)。 

 

※VMwareの場合は冗長パス側の FCケーブルを接続したまま OSインストールが可能です。 

 
 
 

 
 

 

これで、OS をインストール開始する準備が整いました。  

「5.OSのインストール」に進んでください。 

ここで外した FCケーブルは OS、SPSインストール後に再度接続しますので、元の接続 

場所が分かるように管理してください。 
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5. OSのインストール 

5.1. 概要 

4章までの作業が完了し、OSインストール領域(LD)が FC BIOS により認識される状態になった

ら、OSのインストール作業を行います。 

インストール作業は、各 OSによって方法が異なりますので、それぞれの章の手順/注意事項を確

認後、実施してください。 

 

 
 
 
 
 
 

  

インストールする OSにより BIOS 設定が異なります。 

ユーザーズガイドの４章 付録 「OS 毎の設定」に記載された BIOS設定を 

行っていない場合は、使用する OSに対応した BIOS設定を行ってください。 
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5.2. Windows 

5.2.1. Windows Server 2019 のインストール 
Windows Server 2019をインストールする方法について説明します。 

対応するハードウェア装置は以下のとおりです。 

Windows Server 2019をインストールする方法について説明します。 

対応するハードウェア装置は以下のとおりです。 

<NXシリーズ> 

製品名称：NX7700x/A5012M-4 v2, A5012L-2 v2, A5010M-4 v2,  

A5012L-2D v2, A5012L-1D v2 

Windows OSのインストールは、以下の流れで行います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

5.2.1.1. 事前準備 

インストール開始 

 

5.2.1.3. StoragePathSavior for Windows のインストール 

5.2.1.4. Hyper-Vのインストール（Hyper-V使用時のみ） 

インストール完了 

 

5.2.1.2. OS のインストール 

6. 動作確認と冗長パス設定 
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5.2.1.1. 事前準備 

 
 

■ インストールに必要なもの 

・EXPRESSBUILDER DVD（Ver.7.80-017.01 ※2019/09時点） 

・OS インストールメディア 

NEC製 OSインストールメディア（以降、「バックアップ DVD」と呼ぶ） 

・ユーザーズガイド※EXPRESSBUILDER 収録 

・インストレーションガイド(Windows編) ※EXPRESSBUILDER 収録 

 
 

5.2.1.2. OSのインストール・セットアップ 

OS媒体をドライブにセットした状態で起動し、「インストレーションガイド(Windows編)」に記

載の「Windows標準のインストーラーでのセットアップ」の手順のうち、「セットアップの手順」

の「16. OS インストールメディアから起動します。」以降を実施して OSのインストール・セッ

トアップを実施してください。 

 

5.2.1.3. StoragePathSavior for Windowsのインストール 
 

iStorageへのパス冗長化を行う iStorage StoragePathSavior をインストールします。 

インストールが完了するまでは、サーバ-iStorage間のパスを冗長化しないでください。 

iStorage StoragePathSavior 製品を利用される場合、製品添付の「インストールガイド」の

「インストール」を参照してインストールを行ってください。 

iStorage M10e/M100シリーズ装置または、M320/M320F装置に添付されている

StoragePathSaviorを使用される場合は、装置添付の「ディスクアレイ装置 ユーザーズガイ

ド」の「iStorage StoragePathSavior のインストール」を参照してインストールを行ってくださ

い。 

  

 

StoragePathSaviorをインストールしていない状態で、サーバと iStorage間のパスを冗

長化しないでください。 

OSのインストール失敗などの現象が発生する可能性があります。 
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5.2.1.4. Hyper-Vのインストール（Hyper-V使用時のみ） 
 

Windows Server 2019環境で Hyper-Vを使用する場合には、以下のウェブサイトに掲

載されている「Windows Server 2019 Hyper-Vインストール手順書」に従って実施して

ください。Hyper-Vを使用しない場合には本手順の実施は不要です。 

 
 

 Windows Server 2019 Hyper-Vのサポートについて 

https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3140106666 

-> インストール手順 

-> Hyper-Vのインストール手順 

-> Windows Server 2019 Hyper-Vインストール手順書 

 

以下のウェブサイトに掲載されている注意・制限事項も確認してください。 

 

 Windows Server 2019 Hyper-Vのサポートについて 

https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3140106666 

-> 注意・制限事項 

 

ここまでの手順が完了しましたら、「6. 動作確認と冗長パス設定」へ進んでください。 

 
 

 
 
  

https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3140106666
https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3140106666
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5.3. VMware ESXi 

VMware ESXiの詳細については以下のウェブサイトを参照してください。 

http://www.nec.co.jp/vmware/ 
 

VMwareの技術資料につきましては、NEC 営業または販売店にお問い合わせください。 

 

5.3.1. SANブートを構成する際の注意事項 
VMwareの SANブートを構成では、以下の点をご留意ください。 

サポートするストレージ、ソフトウェアは別紙「ＳＡＮブート対応早見表」をご確認ください。 

ネットワーク VMkernel 用ポートグループ(管理用など)と仮想マシン用ネットワークは

仮想スイッチを分けた上で、NICを冗長化することを推奨します。また

vMotionを使用する場合は、専用のネットワーク(Gbps以上を推奨)を

構成することを推奨します。 

FCパス冗長 iStorage StoragePathSavior（SPS）をインストールすることで iStorage

製品に最適化された冗長パスの管理/制御が可能となります。(SPS

は、vSphere5では Enterpriseエディション以上必須ですが、

vSphere6では Standardエディションもサポートします。対象ストレー

ジ装置は Mシリーズのみです。)※ただし SPS がインストールされてい

ない環境でも ESXi の標準機能で HBA フェイルオーバおよび SP

（Storage Port）フェイルオーバがサポートされます。  

 

<注意(制限)事項> 

VMware ESXiを SANブート構成とする場合は、以下機能を利用することはできません。 

 SigmaSystemCenterによる VMware ESXi (ホスト OS)の予備サーバへの自律復旧 

 DeploymentManager による VMware ESXi (ホスト OS)のバックアップ、リストア 

 

VMware ESXi(ホスト OS)の障害復旧の際には再インストール・再設定を行ってください

（VMware ESXi にはスクリプトによる自動インストール機能があります）。 

 

5.3.2. VMware インストール時の注意事項 
以下の点にご注意ください。 

インストール VMware ESXiは、FCパスが冗長化されている状態のまま 

インストールすることが可能です。 

 

iStorage StoragePathSavior(SPS)を導入される場合は、VMware ESXi をインストール

後、SPSに同梱されたインストールガイドに従ってインストールを実施してください。その

際、以下の点にご注意ください。 

 

インストール iStorage StoragePathSavior（SPS）を導入される場合、FC パスが冗長

化されている状態のままインストールすることが可能です。 

 
 
 
  

http://www.nec.co.jp/vmware/
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6. 動作確認と冗長パス設定 
OS と SPSのインストールが完了したら、OSインストール前に取り外した FCケーブルを 

再接続させて、冗長パスとして設定をします。 

 

6.1. FCケーブルの再接続 

取り外しをおこなった冗長パス側の FCケーブルを再度、元の FC コントローラへ接続してく

ださい。 

 

6.2. FCパス冗長化の確認について 

 [VMware ESXiの場合] 

 

VMware ESXi をインストールしていて、「3.1.5. LD セットへのサーバ(WWNの関連付け)」

の作業を行っていない場合は、この章の手順は不要です。 

 

・FC パスが冗長化されている状態のまま VMware ESXi をインストールした場合、 

本６章の作業は不要です。 

 

・iStorage StoragePathSavior を導入されている場合、VMwareでの FCパスの冗長化は、

VMware vSphere Clientから確認することができます。 

 

詳細は、「StoragePathSavior 利用の手引(VMware編)」の「4.1.2 運用状況の確認」を 

参照してください。 
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7. 追加アプリケーションの設定 

7.1. DDR(iStorage Mシリーズ) 

iStorage Mシリーズのデータレプリケーション機能を利用することで、VMware ESXi などの

OSイメージや、VMwareの仮想マシンイメージ、物理マシンおよび仮想マシンのデータ領域

などのバックアップ・リストアを行うことが可能になります。 

 

データレプリケーション機能によるバックアップ・リストアは、管理サーバから

iStorageManagerのレプリ管理画面を使用するか、または管理サーバ上の

ControlCommandかバックアップサーバ上の ControlCommandを使用して実施することが

できます。また、iStorage Mシリーズでは、ディスクアレイ上の iSMCLIを使用してバックアッ

プ・リストアを実施することができます。 

 

データレプリケーション機能を利用するためには、DynamicDataReplicationのライセンス解

除が必要です。  

Mシリーズでは、ライセンスの解除については、「iStorage ソフトウェア構成設定の手引（GUI

編）-Mシリーズ」の「11.4 ライセンス解除」を参照してください。 

 

ControlCommandを利用するためには、別途ご利用の環境に応じた iStorage 

ControlCommandの手配およびインストールが必要になります。 

ControlCommandのインストール方法は、 iStorage ControlCommand CD-R 中のインスト

ールガイド（INSTALL.PDF）を参照してください。 

 

管理サーバ上で ControlCommandを利用するためには、iStorageManager と連携した操作

を行う必要があります。iStorageManager との連携操作については、「iStorage ソフトウェア 

データレプリケーション利用の手引き 機能編」の「4.2.2 iStorage Manager との連携操作」お

よび、「iStorage ソフトウェア ControlCommand コマンドリファレンス」の「第８章 動作設定」

を参照してください。 

 

iStorage Mシリーズで提供される iSMCLIを使用する場合は、ディスクアレイ上でコマンドを

実行する必要がありますので、ssh/telnet/rshプロトコルを利用して、ディスクアレイにログイ

ンするか、リモートから実行する必要があります。iSMCLIを使用したバックアップ・リストア手

順については、「iStorageManager コマンドリファレンス」の「付録 D データレプリケーション

機能によるディスクバックアップ、リストア運用」を参照してください。 
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○参照マニュアル一覧 

・ iStorage ControlCommand のインストールガイド 

   入手先 : iStorage ControlCommand on Windows CD-ROM中の INSTALL.PDF 

・ 「iStorageシリーズ構成設定の手引(GUI編) 」 

Mシリーズ : iStorageManager Express Setup and Utility CD-ROM中の 

manual¥IS051.pdf 

・ 「iStorage ソフトウェア データレプリケーション利用の手引き 機能編 」 

   入手先 : iStorage ControlCommand on Windows CD-ROM中のmanual¥IS015.pdf 

   ・ 「iStorage ソフトウェア ControlCommand コマンドリファレンス」 

   入手先 : iStorage ControlCommand on Windows CD-ROM中のmanual¥IS041.pdf 

   ・ 「iStorage ソフトウェア iStorageManager コマンドリファレンス」 

Mシリーズ : iStorageManager Express Setup and Utility CD-ROM中の 

manual¥IS052.pdf 
 
 

※iStorage M12e/M120/M320/M320Fには ControlCommandがバンドルされています。 

ControlCommandに関するマニュアルはディスクアレイ装置添付の iStrageManager Express 

Setup and Utility CD-ROMから入手してください。 

 

iStorage ControlCommand のインストールガイド 

CD-ROM中の ISMCCS¥WINDOWS¥INSTALL_CCS_WN.pdf 

「iStorage ソフトウェア データレプリケーションの手引き 機能編」 

CD-ROM中のmanual¥lS015.pdf 

「iStorage ソフトウェア ControlCommand コマンドリファレンス」 

CD-ROM中のmanual¥lS041.pdf 
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7.1.1. DDR機能による Hyper-Vのバックアップ・リストア 

本項では、iStorageのデータレプリケーション機能を利用して、Hyper-Vをインストールした

Windows Server の OS イメージ、および Hyper-V上の仮想マシンイメージ(VHD)、仮想マ

シンのデータ領域(パススルーデバイス)のバックアップ・リストアを行う際の注意点、および制

限事項をご紹介します。 

本書の、「7.1.4. DDR 機能による Windows サーバの OS イメージのバックアップ・リストア

時の留意事項」も併せてご覧ください。 

 

(1) 構成について 

以降で記述するバックアップ／リストア手順は、以下の構成 (例としてWindows Server 

2019 を利用) で行うことを想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 論理ディスク形式について 

①  Hyper-VをインストールしたWindows Server の OS イメージの論理ディスクの利用    

    形式は必ず"WG"を設定してください。 

② Hyper-V からアクセスする論理ディスク（Hyper-V上の仮想マシンイメージ(VHD)、     

   仮想マシンのデータ領域(パススルーデバイス)）の利用形式は、実際のパーティション 

スタイルに合わせて以下のように設定してください。 

  MBR 形式のディスクとして利用する場合： “WN” 

  GPT 形式のディスクとして利用する場合： “WG  

 

(3) Windows サーバの OS イメージのバックアップ・リストアについて 

iStorage のデータレプリケーション機能を利用して Hyper-Vをインストールした 

Windows Server 2019の OS イメージのバックアップ・リストアを行う場合は、以下 

の手順に従って下さい。 

 

  

 

Windows Server 2019 

           OSイメージ 

仮想マシンイメージ(VHD) 

仮想マシンデータ領域 

(パススルーデバイス)  

管理サーバ バックアップサーバ Windows Server 2019 

(サーバ) 

FC FC 

レプリケート 

／リストア 

iStorageManager 

iStorageディスクアレイ 

 

 

 

 

 

 

 MV1 

MV2 

MV3 

RV1 

RV2 

RV3 
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■バックアップ手順 

(1) レプリケート実行 (管理サーバ)  

iStorageManager からレプリケート処理を実行し、 

・ Windows Server 2019の OS イメージ 

・ Hyper-V上の仮想マシンイメージ 

・ 仮想マシンのデータ領域 

の MV と RVを同期させます。 

(2) Windows Server 2019の停止 (Windows Server 2019) 

バックアップ対象の MVを使用するWindows Server 2019を停止します。 

(3) セパレート実行 (管理サーバ) 

iStorageManager からセパレート処理を実行し、 

・ Windows Server 2019の OS イメージ 

・ Hyper-V上の仮想マシンイメージ 

・ 仮想マシンのデータ領域 

の MV と RVを切り離します。 

(4) Windows Server 2019 の再開(Windows Server 2019) 

(2) で停止したWindows Server 2019を起動し、業務を再開します。 

 

■リストア手順 

(1) Windows Server 2019の停止 (Windows Server 2019) 

リストア対象の MVを使用するWindows Server 2019を停止します。 

(2) MVの再構築 (管理サーバ) 

MVを物理障害から復旧させる場合は、以下の手順で MVの再構築を行いま

す。 

① MVの AccessControl設定(アクセス禁止) 

② LD再構築 

③ ペア再設定を実施 

④ 再構築した MV の AccessControl 設定(アクセス許可) 

(3) リストア実行 (管理サーバ) 

iStorageManager からリストア処理を実行し、RVのデータを MVに復旧しま

す。 

(4) Windows Server 2019の再開 (Windows Server 2019) 

(1)で停止したWindows Server 201９を起動し、業務を再開します 
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7.1.2. DDR機能による Hyper-Vのデータ領域のバックアップ・リストア 
本項では、iStorageのデータレプリケーション機能を利用して、Hyper-Vをインストールした

Windows Serverの仮想マシン上から、仮想マシンのデータ領域(パススルーデバイス)のバ

ックアップ・リストアを行う際の注意点、および制限事項をご紹介します。 

本書の、「7.1.4 DDR機能によるWindowsサーバ OSイメージのバックアップ・リストア時

の留意事項」も併せてご覧ください。 

 

(1) 構成について 

以降で記述するバックアップ／リストア手順は、以下の構成で行うことを想定しています。 

なお、仮想マシンからデータレプリケーション機能を利用するため、仮想マシンに

ControlCommandがインストールされている必要があります。 

また、iStorage Mシリーズのディスクアレイでは、ディスクアレイ上の iSMCLIを使用してデ

ータレプリケーションを行うことも可能です。この場合、仮想マシンに ControlCommandがイ

ンストールされている必要はありませんが、仮想マシンから ssh/telnet/rshプロトコルを利用

し、iStorage Mシリーズのディスクアレイへログインして、または、リモートから iSMCLIを実

行できる環境が必要です。 

 

 
 
  

 

 

 

Windows Server 2019 

           OSイメージ 

仮想マシンイメージ(VHD) 

仮想マシンデータ領域 

(パススルーデバイス)  

管理サーバ バックアップサーバ Windows Server 2019 

(サーバ) 

FC FC 

レプリケート 

／リストア 

iStorageManager 

iStorageディスクアレイ 

 

 

 

IV1 

IV2 

MV1 RV1 



 
 

- 58 - 
 

(2) 仮想マシン上からのデータ領域のバックアップ・リストアについて 

iStorage のデータレプリケーション機能を利用して Hyper-VをインストールしたWindows

サーバの仮想マシン上からデータ領域(パススルーディスク)のバックアップ・リストアを行う場

合は、以下の手順に従って下さい。 

 

■準備 

① iSMpassthrough_enablerの実行  

仮想マシン上で ControlCommandによるデータレプリケーション機能を利用する

ためには、データ領域が iStorageディスクアレイのディスクとして仮想マシンに認

識されている必要があります。 

仮想マシンに iStorageディスクアレイのディスクであることを認識させるには、

Windowsサーバのホスト OS上で、仮想マシン作成後に 1回だけ

「iSMpassthrough_enabler」コマンドを実行します。 

(運用開始後、さらに仮想マシンを新規追加する場合は、同様に 1回だけ実行する 

必要があります) 

 

なお、iSMCLIによるデータレプリケーションを利用される場合、本作業は必要あり

ません。 

 

■バックアップ手順 

iSMpassthrough_enabler コマンドを実行することで、通常の物理サーバ上で行う

DDR 運用と同様の手順で、仮想マシン上から ControlCommandによるデータ領

域をバックアップすることができます。 

バックアップ手順については、「iStorage ソフトウェア データレプリケーション利用

の手引 導入・運用(Windows)編」の「3.1.1 バックアップ運用例」を参照して下さ

い。 

また、iSMCLIを利用してデータ領域をバックアップする場合、バックアップ手順に

ついては「iStorageManager コマンドリファレンス」の「付録 D データレプリケー

ション機能によるディスクバックアップ、リストア運用」を参照してください。 

 

■リストア手順 

iSMpassthrough_enabler コマンドを実行することで、通常の物理サーバ上で行う

DDR 運用と同様の手順で、仮想マシン上からデータ領域をリストアすることができ

ます。 

リストア手順については、「iStorage ソフトウェア データレプリケーション利用の手

引 導入・運用(Windows)編」の「3.1.2 業務ボリュームのデータ復旧例」を参照し

て下さい。 

また、iSMCLIを利用してデータ領域をリストアする場合、リストア手順については

「iStorageManager コマンドリファレンス」の「付録 D データレプリケーション機能

によるディスクバックアップ、リストア運用」を参照してください。 
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7.1.3. DDR機能による VMware ESXi のバックアップ・リストア 
本項では、iStorageのデータレプリケーション機能を利用して、VMware ESXi の OSイメー

ジ、および VMware ESXi上の仮想マシンイメージ(VMFS)、仮想マシンのデータ領域

(RDM(Raw Device Mapping))のバックアップ・リストアを行う際の注意点、および制限事項

をご紹介します。 

 

(1) 構成について 

以降で記述するバックアップ／リストア手順は、以下の構成で行うことを想定しています。 

 

 
 

(2) 論理ディスク形式について 

VMware ESXiの OSイメージをインストールした論理ディスクと、VMware ESXi上の仮想マ

シンイメージ(VMFS)を格納した論理ディスクの利用形式は必ず"LX"を設定してください。 

仮想マシンのデータ領域(RDM(Raw Device Mapping))の論理ディスクの利用形式は、実際

に利用する OSおよびパーティションスタイルに合わせて設定してください。 

 例）Windowsの MBR形式のディスクとして利用する場合： “WN” 

     Windowsの GPT形式のディスクとして利用する場合： “WG” 

 

(3) VMware ESXiの OSイメージのバックアップ・リストアについて 

iStorageのデータレプリケーション機能を利用して VMware ESXi の OSイメージのバックア

ップ・リストアを行う場合は、以下の手順に従って下さい。 

 

■バックアップ手順 

① レプリケート実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからレプリケート処理を実行し、 

・VMware ESXi の OSイメージ 

・VMware ESXi 上の仮想マシンイメージ 

・仮想マシンのデータ領域 

の MV と RV を同期させます。 

 

② VMware ESXiの停止 (VMware ESXi) 

バックアップ対象の MVを使用する VMware ESXi を停止します。 

 

③ セパレート実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからセパレート処理を実行し、 

・VMware ESXi の OSイメージ 

・VMware ESXi 上の仮想マシンイメージ 

 

 

 VMware ESXi OSイメージ 

仮想マシンイメージ(VMFS) 

仮想マシンデータ領域(RDM)  

 

 

管理サーバ バックアップサーバ 
VMware ESXi 

(サーバ) 

FC FC 

レプリケート

／リストア 

iStorageManager 

iStorageディスクアレイ 

 

 

 

MV1 

MV2 

MV3 

RV1 

RV2 

RV3 
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・仮想マシンのデータ領域 

の MV と RV を切り離します。 

 

④ VMware ESXiの再開 (VMware ESXi) 

②で停止した VMware ESXi を起動し、業務を再開します。 

 

■リストア手順 

① VMware ESXiの停止 (VMware ESXi) 

リストア対象の MVを使用する VMware ESXi を停止します。 

 

② MVの再構築 (管理サーバ) 

MVを物理障害から復旧させる場合は、以下の手順でMVの再構築を行います。 

1) MVの AccessControl設定(アクセス禁止) 

2) LD再構築 

3) ペア再設定を実施 

4) 再構築した MVの AccessControl設定(アクセス許可) 

 

③ リストア実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからリストア処理を実行し、RVのデータをMVに復旧します。 

 

④ VMware ESXiの再開 (VMware ESXi) 

①で停止した VMware ESXi を起動し、業務を再開します。 

 

(4) 仮想マシンイメージ(VMFS)のバックアップ・リストア手順について 

iStorageのデータレプリケーション機能を利用して仮想マシンイメージのバックアップ・リスト

アを行う場合は、以下の手順に従って下さい。 

 

■バックアップ手順 

① レプリケート実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからレプリケート処理を実行し、仮想マシンイメージと RDMの MV

と RVを同期させます。 

 

② 仮想マシンの停止 (VMware ESXi) 

vCenter Server(vSphereクライアント)またはサービスコンソールから、バックアップ

対象のMVを使用する全ての仮想マシンを停止します。 

 

③ セパレート実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからセパレート処理を実行し、仮想マシンイメージと RDMの MV

と RVを切り離します。 

 

④ 仮想マシンの再開 (VMware ESXi) 

vCenter Server(vSphereクライアント)またはサービスコンソールから②で停止した

仮想マシンを開始して、業務を再開します。 
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■リストア手順 

① 仮想マシンの停止と削除 (VMware ESXi) 

vCenter Server(vSphereクライアント)またはサービスコンソールから、リストア対象

の MVを使用する全ての仮想マシンを停止し、仮想マシンの削除(インベントリ削除)

を行います。 

 

② MVの再構築 (管理サーバ) 

MVを物理障害から復旧させる場合は、以下の手順でMVの再構築を行います。 

1) MVの AccessControl設定(アクセス禁止) 

2) LD再構築 

3) ペア再設定を実施 

4) 再構築した MVの AccessControl設定(アクセス許可) 

 

③ リストア実行 (管理サーバ) 

iStorageManagerからリストア処理を実行し、RVのデータをMVに復旧します。 

 

④ 復旧した VMFSの認識 (VMware ESXi) 

vCenter Server(vSphereクライアント)またはサービスコンソールから、「ストレージア

ダプタ」で再スキャンを行います。 

 

⑤ 仮想マシンの再開 (VMware ESXi) 

①で停止した仮想マシンを開始して、業務を再開します。 
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7.1.4. DDR機能によるWindowsサーバ OSイメージのバックアップ・リストア時

の留意事項 
 

（１）iStorageの DDR（データレプリケーション）機能を使用したWindowsサーバの OSイメ

ージのバックアップについて以下の点に留意してください。 

① 論理ディスク形式について 

論理ディスクの利用形式が“WN”形式の場合、マスタディスク(MV)と複製ディスク

（RV）のWindowsのディスク署名が異なります。 

これにより、RVから論理ディスクの復元を行った場合には、OSが起動できなくなり

ます。 

このためWindowsの OSを格納する論理ディスクの利用形式は、Windowsサー

バから利用する実際のディスク形式（MBR 形式、GPT形式）にかかわらず、必ず

"WG"を設定してください。 

 
 

 

② BitLocker ドライブ暗号化について 

BitLocker で暗号化した OSイメージ(MV、MVからバックアップした RV、または RV

からリストアした MV)を扱う場合、暗号化処理を行ったサーバで使用するか、別のサ

ーバで使用するかによって、以下のように動作が異なります。 

 

・暗号化処理を行ったサーバで使用する場合 

[OS起動] 

可能です。 

[BitLocker暗号化の無効化／有効化] 

可能です。 

[BitLocker暗号化の解除] 

可能です。 

 

・他サーバで使用する場合 

[OS起動] 

起動するためには回復キーの入力が必要となります。 

以降は回復キーを入力して起動した状態での動作を記載します。 

[BitLocker暗号化の無効化／有効化] 

無効化することは可能ですが、無効化後に再度有効化することはできません。 

[BitLocker暗号化の解除] 

可能です。 
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8. 注意・制限事項 
本項では、SAN ブート構成を組むに際しての注意点、および制限事項をご紹介します。 

8.1. サーバ 

 

8.1.1. 内蔵 HDDについて 
 

SANブート構成時は内蔵 HDD を使用することはできません。 

内蔵 SAS RAID コントローラを搭載している場合は、サーバWeb コンソール画面で、

内蔵 SAS RAID コントローラ搭載している Slotを Disabled に設定してください。 

 

8.1.2. FC コントローラの混載について 

同一サーバ内で複数の型番の FC コントローラを混載させることはできません。 

（同一型番の FC コントローラのみ同一サーバ内に搭載可能です。） 

8.1.3. マルチパス対応 
 

複数のサーバから同一の論理システムディスクへの関連付けはできません 

(複数のサーバで同一 OSのシステムディスクを共有する事はできません)。 

 

8.1.4. 複数ストレージの接続について 
FC SANブートをおこなう FC コントローラのポート配下には FC スイッチ経由で複数の 

ストレージをアクセスするよう接続することはできません。FC SANブートをおこなうポー 

トとは別のポートからのみ複数ストレージをアクセスする構成にしてください。 

※2ch FC コントローラの片側の Portを FC SANブート用に使用して、 

他方の Portを複数ストレージアクセスに使用することは可能です。 

 

 
  

サーバ 

OSがインストールされたストレージと 

別のストレージがFCコントローラの 

同じポート配下に接続されている 

サーバ 

FCスイッチ 

FCスイッチ 

OSがインストールされたストレージと 

別のストレージはFCコントローラの 

異なるポート配下に接続されている 

FCスイッチ 

FCスイッチ 

○ 

FCスイッチ FCスイッチ 

OS OS iStorageディスクアレイ iStorageディスクアレイ 
iStorage 

ディスクアレイ 

iStorage 

ディスクアレイ 

  



 
 

- 64 - 
 

 

8.1.5. 16G FC コントローラを利用した SAN Bootについて 

16G FC コントローラ(NE3390-157A/158A/157AP2/158AP2/158AL/158ALP2)を利用し

て、ストレージとの直結構成で FC SAN ブートをおこなう場合、FW バージョンが

「10.6.144.48」以降であることを確認してください。 

8.1.6. FC コントローラの FWバージョンについて 
「9.1 FC コントローラの FW バージョン確認方法」を参照して NE3390-157A/158A/ 

157AP2/158AP2/158AL/158ALP2の FW バージョンを確認してください。 

FW バージョンが 1.1.55.1の場合及びストレージと直結した構成をとる場合は FW を

10.6.144.48以降にアップデートする必要があります。 

      FW をアップデートする場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡 

ください。 

 
 
 

8.2.  ストレージ 

 

8.2.1. ストレージの性能と格納 OS数について 
1ストレージにつき利用する OS数については構築担当部門の責任において、事前に

使用されるストレージ性能を考慮のうえ見積もりを実施してください。 
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8.3. OS 

8.3.1. OSのライセンス消費数について 
■Windows Server OS 

SANブートで利用するWindows Server OSのライセンス数については、実行される

インスタンス数必要になります。 

 
 

上記のような障害発生時に自動的に OS-Xを利用する構成の場合であっても、ライ

センスは OS が実行されるサーバ台数分(予備機を含む)の計 4つを消費します。 

インスタンスの定義については、Windows Server OS のソフトウェア使用許諾契約

書を参照してください。 

 
 

8.3.2. OSのメモリダンプについて 
■Windows Server OS 

ページファイルが格納されている LDへの接続パスの中の 1パスがダンプ取得に使

用されます。但し、ダンプ採取中に該当パスに FCパス障害が発生した場合は、ダン

プの採取はできません。 

サーバ側の個々の FCポートについて、ストレージへ到達するパスが複数存在する

構成ではパス障害が発生した際にダンプ採取できない場合があります。ダンプ採取

が確実に実施できるように、ストレージへ到達するパスはサーバ側の FCポートそれ

ぞれに対して 1パスになるように構成してください。 

 

8.3.3. OS インストール時の冗長パス結線について 
Windowsインストール時にサーバと iStorage間のパスを冗長化している場合、OSの

インストールが失敗します。冗長化構成を解除してインストールを行ってください。但し

DeploymentManager を用いたディスク複製インストール、または VMware ESXiをイン

ストールする際には、冗長パス構成であっても問題ありません。 

 
  

 

サーバ A サーバ B サーバ C 

稼働機 

サーバD 

予備機 

iStorage 

OS C OS B OS A OS-X 

OSイメージはいくつ作成してい

ても、稼動させるサーバ台数

分ライセンスを消費（予備機含

む） 

稼動機+予備機  

４ライセンス消費 
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8.3.4. FC コントローラのドライババージョンについて 
 

Windows Server 2019において、N8190-7157A / -7158A/ -7171/ -7172から FC SANBootする

場合、FC コントローラのドライバ更新が必要な場合があります。 

上記の場合、ドライババージョンが「ver11.4.204.47」以降であることを確認してください。バージョ

ンが古い場合には下記から最新のドライバを入手し、適用してください。 

 
https://jpn.nec.com/nx7700x/support/patch.html 

→「ストレージ関連」内から対象の装置名・OS名の記載があるドライバを選択 

  

https://jpn.nec.com/nx7700x/support/patch.html
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8.4. SPS 

8.4.1. StoragePathSavior のバージョンについて 
 

本文書の記載内容に対応している StoragePathSaviorのバージョンは、 

下記のとおりです 

(2020年 6月現在)。 

・iStorage StoragePathSavior 8.4 for Windows 

・iStorage StoragePathSavior 4.0 for VMware  

 

8.4.2. SPSが導入された Windowsのブートデバイス変更について 
  

SPS導入済みのWindowsで、ストレージ側のアクセスコントロールによるブートデバイス

を変更する場合、必ずサーバを電源 OFFの状態にしてから実施してください。 

 サーバが電源 ONの状態で実施すると、OS で STOP エラーが発生します。 

 

なお、冗長パス構成を変更した場合など、OS のデバイスを新規デバイスとして認識した

際に、OSからサーバの再起動を要求される場合があります。 

業務等の運用は、パス構成の変更を確認し、OSのデバイスが正しく認識されていること

を確認した後で、開始してください。 

 

8.4.3. SPSの設定について 
 (DeploymentManagerを用いたディスク複製インストールの場合) 

Windows 版 SPSでは、雛型で行っているパスプライオリティ等の設定は初期化されます。 
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9. 付録 

9.1.   FC コントローラの FWバージョン確認方法 

       BIOS メニューから FC コントローラの FW バージョンを確認できます。 

        

サーバ本体の BIOS設定を行うためには、まずサーバ起動時に<F2>キーを押して System 

Setup画面を表示させます。 

    

    

システム BIOS のセットアップにつきましては各装置のメンテナンスガイドおよびユーザーズ

ガイドの「”システム BIOS”」を参照してください。 

 

(1) サーバ起動時に<F2>キーを押して System Setup 画面を表示させます。 

 

(2) BIOS セットアップユーティリティーが立ち上がりましたら、下記の場所にある

[ Advanced]メニューを選択します。 

  [BIOS設定画面] 

   ⇒[ Advanced ] 

 

 

(3) サーバから認識できる UEFI ドライバーがロードされたデバイス一覧が表示されます

ので、確認をおこなう FC ポートを選択してください。各型番と表示名の対応は下記と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

  

型番 表示名 概要 

NE3390-157A 

NE3390-157AP2 

LPe16000B-M6 16GFC(1ch) 

NE3390-158A 

NE3390-158AL 

NE3390-158AP2 

NE3390-158ALP2 

LPe16002B-M6 16GFC(2ch) 

NE3390-H171 

NE3390-H171P2 

LPe32000-M2 32GFC(1ch) 

NE3390-H172 

NE3390-H172P2 

NE3390-H172L 

NE3390-H172LP2 

LPe32002-M2 32GFC(2ch) 
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       【例】 16G FC(2ch) のデバイス一覧表示 

      
 

(4) 「Display Adapter Info」を選択し<Enter>を押して、ポート情報を表示させます。 
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(5) 「Firmware」もしくは「FW」の右に表示された値が FW バージョンとなります。 

 

 

(6)  <ESC>を 2回押して UEFI デバイス一覧に戻って、残りのポートの FW バージョンを

確認してください。 

(7)  全ての FW バージョン確認が終わったら、<ESC>を押して UEFI デバイス一覧まで戻

り、BIOS セットアップユーティリティーで[Save & Exit]⇒[Save Changes and Power Off]

を選んで電源をオフにします。 
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9.2.  FC コントローラの WWPN確認方法 

9.2.1. IEEEアドレスラベルからの確認 

FC コントローラには FC ポートの IEEEアドレスが記載されたラベルが張り付けられていま

す。この IEEEアドレスの頭に“1000”を付けた 16桁の値がWWPN に、頭に“2000”を付け

た値がWWNN となります。NE3390-158A/NE3390-H172の場合、Port0の

WWPN/WWNN の値（16進数）に１を足した値が Port1 のWWPN/WWNN となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

IEEE アドレス(Port 0) 

NE3390-157A/157AP2/158A/158AL/158AP2/158ALP2 の IEEEアドレスラベル位置 

IEEE アドレス(Port 0) 

NE3390-H171/H172の IEEEアドレスラベル位置 
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WWPNアドレスラベルからの確認(NE3390-157A/NE3390-H171の場合) 

NE3390-157A/NE3390-H171はブラケットに貼られているWWPN ラベルからWWPN ア

ドレスを確認することができます。またWWPN アドレスの最初の“1000”を“2000”に置き換

えた値がWWNN となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

WWPNアドレス 
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9.2.2. BIOS メニューからの確認 

FC コントローラが実装されている場合は、サーバ BIOS の設定をおこなうことで BIOS メニ

ューからWWPN/WWNN を確認できます。サーバ BIOS の設定手順は 4.2 項を参照してく

ださい。 

 

■ FC コントローラの BIOS上からWWPNを確認する方法 

 

(1)サーバを起動させ、以下の画面が表示されたところで、<F2>キーを押します。BIOS 設定画面

に入ります。 

 
 
 

 (2)「Advanced」画面を表示し、「PCI Configuration」を選択し、<Enter>キーを押します。
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(3)「PCI Device Controller and Option ROM Settings」を選択し、<Enter>キーを押します。 
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(4)EFI OPROMsが Enabled になっていることを確認します。Enabledになっていない場合は、 

  Enabledに設定します。 

次に、SANブートを行う FC コントローラが実装されている Slotの Option ROMを Enabledに

設定します。 

冗長パス側の FC コントローラの Slotに対しても、Enabledに設定します。 

ブートで使用しない Slotの Option ROMは全て Disabledに設定してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

使用する OSによっては、追加で BIOSの設定変更が必要になります。 

ユーザーズガイドの４章 付録 「OS 毎の設定」を参考にし、インストールする OS に応じ

た BIOSの設定を行ってください。 
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(5) 「Save ＆ Exit」画面を表示し、「Save Changes and Exit」を選択し、<Enter>キーを押しま

す。 
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(6)サーバが再起動します。 

 

(7)サーバ再起動後、以下の画面が表示されたところで、<F2>キーを押します。再度 BIOS設定

画面に入ります。 

 
 
 

(8)「Advanced」画面を表示します。画面の下の方にサーバから認識できる UEFI ドライバがロー

ドされたデバイス一覧が表示されますので、WWPNの確認を行う FC ポート(SANブートを行う

FCポート)を選択し、<Enter>キーを押します。各型番と表示名の対応は下記となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【例】 32G FC(2ch) のデバイス一覧表示 

 
 
  

型番 表示名 概要 

NE3390-157A 
NE3390-157AP2 

LPe16000B-M6 16G FC(1ch) 

NE3390-158A 
NE3390-158AL 
NE3390-158AP2 
NE3390-158ALP2 

LPe16002B-M6 16G FC(2ch) 

NE3390-H171 
NE3390-H171P2 

LPe32000B-M2 32G FC(1ch) 

NE3390-H172 
NE3390-H172P2 
NE3390-H172L 
NE3390-H172LP2 

LPe32002B-M2 32G FC(2ch) 
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(9) WWPNの確認を行う FCポートの表示は、16GFC コントローラと 32GFC コントローラで 

異なります。 

 

  (9-1)16G FC の場合 

下記の画面で選択したポートの Node NameにWWNN が表示されます。頭の「2000」を

「1000」に置き換えた値がWWPN となりますので、値を記録します。 

 

表示例のWWPNは以下になります。 

Node Name “2000 0090 FA02 DAD8” → WWPN “1000 0090 FA02 DAD8” 
 

【例】 16G FC(2ch) Port0 側のメニュー画面 

 
※16G FC(2ch)の場合、「Func#」“00”が Port0、“01”が Port1に該当します。 

Bus#が IOスロット#を示しています。 

 
  

Port 0 
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  (9-2)32G FC の場合 

下記の画面で選択したポートの Port NameにWWPNが表示されますので、値を記録しま

す。 

 

【例】 32G FC(2ch) Port0 側のメニュー画面 

 
 

※32G FC(2ch)の場合、「Func#」“00”が Port0、“01”が Port1に該当します。 

Bus#が IOスロット#を示しています。 

 
 
 

(10)<Esc>キーを押します。デバイス一覧画面に戻りますので、冗長パス側の FCポートに対して

も同様の手順でWWPNを確認してください。 

 

WWPN確認方法は以上になります。 

 
  

Port 0 
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